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【次世代エネルギー】＜水素ステーション「2030年1,000基」目標掲げる＞

【概況】＜経済指標やガソリン需要の回復期待により続伸＞

　

【製品卸価格】＜月間玉様子見、週決め売り強め＞

≪今週≫今週の元売り仕切り改定は「+1.5円」の値上げ改定でした。原油コストに原油調整金を含めた改
定となったようです。6月月初の市況は大幅な価格改定と原油相場の上昇が相まって、一旦上げ気運が高
まっています。油槽所の在庫玉も販売を見送り、積極的な販売を控えている状況です。月間リンク玉を扱う
ディーラーもまだ積極的な市場参加はしてきていません。
≪6月5日以降≫次回の元売り改定は、現状の原油コストで「+1.0～+1.5円」の値上げ予測です。米国もドラ
イブシーズン入りし、ガソリンの需要が回復してきていることや米中の経済指標の改善により、原油相場も
底堅い状況です。国内市況としては、月間リンクの玉は次回の値上げ改定後から少しずつ販売を始めて
いくと思われます。そのため、週決め玉のディーラーは、今のうちに枠の消化を進めたいと考えますので、
週末売りを強めた様子が窺えました。また次回改定の上げが見えているために、週末と改定前までは仮需
の発生が予測されます。ただ、足元の需要は緊急事態宣言や各地の梅雨入りにより、出荷はあまり見込
めませんので、早めの枠消化を進めようと考えるディーラーは多そうです。

●28日、米労働省が発表した新規失業保険申請件数は、前週比3万8000件減の40万6000件と、市場予想の42万5000件を下回りました。昨年
の新型コロナウイルス感染拡大以降で最も少ない水準を4週連続で更新したことを受けて、米経済正常化に伴うエネルギー需要見通しにも期
待が広がり、原油が買われました。
●31日、欧米を中心に新型コロナウイルスワクチンの普及が進む中、ロイター通信によると、アナリストらは7～9月期の世界の石油需要は日
量1億バレルに迫ると試算しました。メモリアルデー（戦没者追悼の日）に伴う3連休が始まる米国では、経済正常化が進展し、ガソリン価格が7
年ぶりの高値に達しているようです。原油相場も2年7カ月ぶりの高値を回復していたこともあり、利益確定の動きが台頭しました。
●1日、ＯＰＥＣプラスの会合で段階的に産油量を引き上げる従来方針を維持することを決めたとの一報が流れたものの、相場は大きく反応し
ませんでした。
●2日、米国ではメモリアルデー（戦没者追悼の日＝5月31日）連休を境に、夏のドライブシーズンが始まりました。ロイター通信が報じたところ
によると、連休中日に当たる30日、国内のガソリン需要は2019年夏以来の水準に増加、過去4週平均を9.6％上回ったようです。また、5月の中
国製造業購買担当者景況指数（ＰＭＩ）が2020年12月以来の高水準になったとの民間統計も好感され、石油需要に対する楽観的な見方から買
いが先行しました。
●3日、欧米各国で新型コロナウイルスのワクチン普及が進む中、夏の行楽シーズンのガソリン需要増期待などから原油が買われました。ま
た、ＯＰＥＣプラスは1日の会合で、6～7月に段階的に減産規模を縮小するとの合意を追認し、ＯＰＥＣプラスが急激な増産に踏み切ることはな
いと改めて確認されたことで市場に安心感が広がり上昇しました。ただ、高値警戒感から依然上値は重かったようです。

政府は成長戦略として、2030年までに燃料電池車の燃料を補給する水素ステーションを現在の約150基から1,000基に増やす目標を新たに掲
げることとなっています。これまで2025年度に320基の設置目標を掲げてきましたが、大幅に上回る目標となりそうです。脱炭素の流れに沿っ
て産業構造の転換を促すために、エンジンの電動部品の新規製造やガソリンスタンドのＥＶステーションへの衣替えを支援するよう補助金を整
備する予定のようです。先日行われた川崎重工業のグループビジョン2030進捗報告会では、橋本康彦社長が水素燃料航空機分野へ展開し
水素航空機の開発に参画する意向を示しました。本社には水素戦略本部を立ち上げ本格的に取り組んでいくとしています。また政府は電気
自動車やハイブリッド車向けの急速充電器も2030年を目途に現在の約4倍の3万基まで増やすことを目標に掲げます。
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6/10～ 元売変動予測

ガソリン +1.0～+1.5

灯油 +1.0～+1.5

軽油 +1.0～+1.5

Ａ重油 +1.0～+1.5

ＬＳＡ +1.0～+1.5

※現段階の原油コストによる予想です。

次回元売変動予測


